
平成２４年１１月８日（木）

国土交通省では、地域の方々と治水施設の生い立ちを振り返り、その果たしてきた役割や地域の水害・
土砂災害リスクについて再認識していただくため、完成から一定期間経過した施設について、現地見学等
を実施する「アニバーサリープロジェクト」を推進しています。
琵琶湖河川事務所が管理する瀬田川洗堰が、２代目となる現在の施設に生まれ変わってから、今年で
５５年目となることから、住民団体との共催イベント「第９回水辺の匠」において、設置目的、仕組みなどを
説明しました。

「瀬田川洗堰誕生５５周年特別講演」
○日 時：平成２８年７月２３日（土）１０：３０～、１４：３０～
○参加者：８０名

アニバーサリープロジェクト
瀬田川洗堰が生まれ変わってから５５年の節目を迎えました -琵琶湖河川事務所-

H28.7.26

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局
琵琶湖河川事務所 調査課
０７７－５４６－０８６７

概要

瀬田川洗堰

琵琶湖周辺の洪水防御ならびに、下流淀川の洪

水流量低減のため、万全の体制をとっています

瀬田川

○事業完了：昭和３６年（現本堰完成）
○堰 諸 元：可動堰

鋼製２段式ローラゲート１０門、バイパス水路を備える
○設置目的：琵琶湖周辺の洪水防御、琵琶湖の水位維持、洗堰下流の

淀川の洪水流量の低減及び流水の正常な機能の維持、水
道用水及び工業用水の供給

H28.7.24 京都新聞（朝刊）に記事掲載されました（許諾済み）


